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北上市⽴花地区交流センター
OPEN ９時〜17時 H　P https://tachibana.kiatkamishi.com/kouryu.php

T E L 0197-65-1933 SNS

その他 多⽬的ホール兼体育館
⾃由記述

12．各種事業等
で連携・協働して
いる団体等
（団体名記述）

幼稚園・保育所 ⼩中学校 ⾼校 ⼤学
企業 NPO 各種団体 ⾏政機関
図書館 博物館 ⻘少年教育施設 その他
東桜⼩学校、東陵中学校、北上市まちづくり部、北上市教育委員会、NPO法⼈いわてNPO-
NETサポート

11．施設の特徴、
魅⼒

複合施設 図書館 学校 ⽣涯学習センター

ICTの活⽤ 防災 地域学校協働活動 コミュニティ・スクール
ボランティア養成 地域資源を活⽤した

まちづくり
⽇本語を⺟語としない住⺠
の学び⽀援 ⾃主夜間中学

10．公⺠館が実
施している、もしく
は、関わっている取
組・事業の分類

⼦育て⽀援 家庭教育⽀援 ⼦どもの体験活動 ⼦ども⾷堂
９．公⺠館運営審議会 あり なし その他 運営委員会
８．予算 市区町村予算 委託⾦ ⾃治組織等予算 寄附等 その他

職員のうち社会教育主事有資格者の数 0⼈ 職員のうち社会教育⼠の数 0⼈ 合計 6⼈
７．職員数

専任 5⼈ 兼任 1⼈ ⾮常勤 ボランティア協⼒者 0⼈

若者のまちづくり参画 健康づくり ⾼齢者の学び⽀援 障害者の学び⽀援

その他 環境整備、地場産品、⼿⼯芸の販売、地区住⺠の交流の場

６．来館者数
学級・講座 169⼈ 貸館、サークル活動 10116⼈ 講演会、展⽰会等 340⼈

合計 11,060⼈

５．運営主体 市町村教育委員会 指定管理者 ⽴花⾃治振興協議会 その他

その他 435⼈ 地区⼤運動会、施設内⼤掃除活動

　公⺠館の沿⾰・年表
・昭和４8年度〜
　「⽴花公⺠館」を設置
・平成18年度〜
　北上市⽴⽴花公⺠館から公設⺠営型の「⽴花地区交流センター」
としてスタートする。市の指定管理者として⽴花地区⾃治振興協議
会が運営する。
・令和３年度〜
　地域づくり総合交付⾦事業として、⽴花⾃治振興協議会が作成し
た「地域計画」の実施に向けて、各種事業を地域の裁量で実施する。

　左図・写真の説明など（PRポイントなども可）
①　TACHIBANA盆フェスに⽴花地区展勝地のマスコットキャ
ラクター「てんしょうちん」が登場し、まつりを盛り上げた。参加した
⼦どもたちは「てんしょうちん」の登場に⼤喜びだった。
②災害の多い昨今、地区住⺠の命を守るため、「防災」に⼒を
⼊れ取り組んでいる。豪⾬などによる北上川の氾濫や東⽇本
⼤震災をきっかけに、「⾃分たちの命は⾃分たちで守ること。」の
必要性を地区住⺠に周知するため、毎年、各区での⾃主防
災訓練のほか、地域全体で総合防災訓練を⾏っている。

公⺠館情報
１．公⺠館対象⼈⼝ 1908⼈ ３．来館者のインターネット接続環境 無線ＬＡＮ（Wi-Fi等）

２．建物設置年⽉⽇ 昭和48年4⽉1⽇ ４．来館者のインターネット接続最⼤端末数 150台

安心安全なまち！地域住民の拠り所となる交流センター！ 北上市立花地区交流センター（岩手県）

②冬季夜間停電時避難所開設訓練の様⼦

① TACHIBANA盆フェス マスコットキャラクター「てんしょうちん」と︕



　地域の拠点として気軽に利⽤できるコミュニティの場、そして悩みや相談事を抱えていても、
「交流センターに⾏けば何とかなる…。」と思ってもらえるような地域住⺠の拠り所となることを⽇
頃から⼼掛けている。

６．これから公⺠館をどのようにしていきたいか。次の仕掛けやビジョンなど
●地域住⺠が、「⾃分たちの住む地域をどのようにしていきたいか。」を考え、話し合うことができ
る地域を⽬指し⽀援していく。
●事業のマンネリ化を解消し、⼈とのつながりを⼤切にした新たな事業展開を⾏うなど、地域の
活性化につながるような取組を実施していきたい。

５．公⺠館として⼤切にしていること、⼤切にしている考え

１．取組を進めた要因・背景、地域課題、住⺠ニーズなど
●豪⾬等による北上川の氾濫による被害を受けやすいことと東⽇本⼤震災を経験したことがきっかけとなり、災害時においては、
「⾃分たちの命は⾃分たちで守ること。」が必要だが、地域住⺠の防災に対する意識が低いこと。
●近年の⾼齢化、地域のつながりの希薄化により、⽣涯学習事業や地域活動に継続して参加する住⺠が減少していること。
●地域の⾏事に参加する若者が減少し、若者の担い⼿不⾜や世代間交流の機会が減少していること。

２．取組内容（⼒を⼊れている活動、特徴的な活動、地域課題解決の活動、運営の⼯夫など）
【防災に対する住⺠の意識改⾰】　平成28年度に各区に「地区防災会」を組織し、地域
内で⾃主的に防災に取り組むように働きかけるとともに、年に⼀回、地区全体での総合防
災訓練を⾏っている。また、緊急連絡先やかかりつけ医、避難指⽰が発出された場合の⾏
動基準などを掲載した「⽴花地区防災連絡帳」を作成し、住⺠に配布した。
【サークル活動で交流と⽣きがいづくり】　⽣涯学習事業の講座に参加した住⺠の中から
リーダーを輩出し、継続的な活動ができるようにサークル化するとともに、サークル活動にかか
る経費の⼀部を補助し、地元講師の活⽤などの⽀援を⾏っている。
【世代間交流を通じた若者の担い⼿育成】　20歳の若者や厄年を迎える若者などで構成
する実⾏委員と交流センターの職員が事務局を担い企画する「TACHIBANA盆フェス」を
夏に開催している。まつりは、昔ながらの盆踊りの曲を流して踊るだけではなく、地域の若者
がDJ＆ギターで曲を演奏するなど、現代の若者にも楽しんで参加してもらえる催しになるよ
う⼯夫しながら開催している。

３．取組による成果や効果
【防災に対する住⺠の意識改⾰】　防災訓練開始当初は、地域住⺠から反対の声が上
がっていたが、様々な災害を想定した訓練の実施や定期的な⾃主防災会議の開催、
AED講習などの活動を⾏ったことで防災に対する住⺠意識が徐々に⾼まってきた。令和６
年度は、⾼齢者や障がい者も含めた防災訓練を実施し、災害時において全住⺠が避難
できるような体制を整えていく。
【サークル活動で交流と⽣きがいづくり】　地域内13のサークルが活動を⾏っており、特にも
⾼齢者の趣味活動や⽣きがいづくりにつながっている。また、サークルの講師は地元講師を
活⽤することで、講師料が抑えられ、継続的でより地域に密着した活動となっている。さら
に、住⺠同⼠の情報交流の場や⾒守り活動にもなっている。
【世代間交流を通じた若者の担い⼿育成】　まつりの企画や開催⽅法を⼯夫したことで、
若者だけでなく、幅広い年齢層の住⺠が参加するようになった。若者にとっては、地域のま
つりを企画運営することで、地域を知るきっかけになるとともに地域住⺠との交流の場にも
なっている。

４．取組の検証・改善を⾏う仕組み・⽅法
【事業や活動について】　⾃治公⺠館⻑や関係団体役員により組織された「運営委員会」を年に１回開催し、事業運営や活
動について評価検証する仕組みをとっている。議題に上がった課題は、翌年度に改善に向けて取り組んでいる。
【防災について】　年に１回「⾃主防災合同会議」を開催し、取組や活動について全体の場で発表し、アドバイザーから意⾒をも
らうなど、活動や取組の検証を⾏っている。

○

○

○○

○○○

○○○

総合防災訓練

防災訓練（テント設営）

切り絵サークル

交流センターで菊づくりの様子

TACHIBANA盆フェス

TACHIBANA盆フェス


